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理事長あいさつ      小野 由美子（おの ゆみこ） 

 みなさん、こんにちは。 

NPO法人 Learning as Development for All（LeaD）の理事長 

小野由美子です。 

このたび、初めての会報をお届けできることを、とてもうれしく思いま

す。 

 

LeaDは、「どこに生まれても、子どもたちが学びのチャンスを持てる社会をつくりたい」とい

う想いから生まれました。まだ小さな団体ですが、仲間や支援者のみなさんと共に、一歩ずつ歩

みを進めています。 

 

昨年9月にNPO法人として認可されて以来、ルワンダの幼児教育（ECD）支援を中心に活動

してきました。今年は、特にうれしいご報告が二つあります。 

 

ひとつは、私たちの「現地教材開発による地方ECDでの教育支援プロジェクト」が、2025年

度 JICA基金活用事業に採択されたことです。地域に根ざした教材を保育者や地域の方々と協

力して作り、子どもたちの学びを広げていく取り組みです。みなさんの応援があってこそ実現で

きた一歩であり、心から感謝しています。 

 

もうひとつは、8月に和太鼓集団「破魔」のルワンダ・ツアー（2025年度国際交流基金海外派

遣事業）を支援し、無事に成功へとつなげられたことです。教育支援と草の根の文化交流、その

両方から子どもたちや地域の未来に関わることができ、大きな可能性を感じています。 

 

この会報では、現地での活動の様子や子どもたちの声、そし

て私たちのこれからの夢をお伝えします。どうぞ気軽に読んで

いただき、LeaDが描く「学びを通じた未来」に共感していただ

ければ、とてもうれしいです。 

 

LeaDは、みなさん一人ひとりの応援に支えられています。これからも温かく見守っていただ

き、ときにはご感想やアイデアをお寄せいただければ幸いです。みなさんと一緒に、学びの輪を

広げていけたらと思います。   



【役員紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副理事長 宍戸 なつ美（ししど なつみ） 

専門分野： 服飾 

1990-1 次隊 JICA 

青年海外協力隊員 
  

ルワンダへ派遣、職種は婦人 

               子ども服 

 

子ども食堂やルワンダの里親プロジェクト 

を通して、これからも、子ども達と楽しくふれ

あいながら過ごしていきたいです。 

 協力隊時代の夢だった、お母さんたちと 

の洋裁教室なども実現したら嬉しいなあと 

思っています。 

副理事長 西角 祐香（にしかど ゆか） 

専門分野： 教育 

（理科・中学校） 

2022-1次隊 JICA 

海外協力隊 

「この実験結果は、キガリでも東京でも同 

じものが得られる‼」 

実験を取り入れた授業の締めに、同僚の 

Emery先生が話してくれた言葉で、「ちが 

い」のちがい、「あっていいちがい」と「あって 

はいけないちがい」をみなさんと考え、より 

よくしていきたいと思います。 

 
理事  須田 正美（すだ まさみ） 

専門分野： 農業機械・施設 

        海外コンサルタント 

国内で農業機械関連の設計、 

研究を 10年ほど経験したの 

ち、海外業務経験がゼロの状 

況でスリランカに飛び、「パー 

ボイルドライス」を作る施設について、悪戦苦

闘したのが初めての海外業務でした。 

 蛍の光を眺めたり、「野良象」など、毎日を

「ワクワク」と過ごしていました。 

未だこの「ワクワク」感から逃れることは 

難しいと感じています。 

 

 

理事 江藤 和子（えとう かずこ） 

専門分野：  看護学 

（環境問題・ 

アルコール関連） 

 

今、平和を生きている「私が 

できることをする」。これからの時代を担って

いく子どもたちのために、より平和な世界で

より安心して暮らせるように、自分の心と体

に素直に、気の向くままに活動しています。 

いろいろな人と関わりながら新しい発見を

することや、わくわくすることが大好きです。 

 

監事 野村 祐介（のむら ゆうすけ） 

専門分野： 水・衛生 / 現金収入 

向上 

2019-2次隊.2022-7 

次隊 JICA海外協力隊（コミュ 

ニティ開発：水の防衛隊） 

 

途上国が抱える感染症や水問題を、 

衛生啓発や現金収入を通して解決に取り組ん 

でまいります。 

現地のヘルスセンターや国際機関など、多様 

な機関と連携して課題解決に取り組んでいき 

たいです。 

 

設立メンバー 松山 匡延 
（まつやま まさのぶ） 

専門分野： 教育（理数科教育） 

 

青年海外協力隊としてルワ 

ンダで活動したのがキッカケで、 

人生が大きく変わりました。 

ルワンダやアフリカへその恩返しがしたい

という気持ちが、原動力です。 

新しいことに挑戦するのが好きで、とりあえ

ず動いてから考えるタイプ。 

青年海外協力隊ルワンダOV会の会長もし

ています。 

 



JICA協力隊まつり 2025参加報告 

 

2025年 4月 19・20日、市ヶ谷の JICA地球ひろばで「協力隊まつり

2025」が開催され、NPO LeaDとして初めて参加しました。JICA協力隊ま

つりは「海外協力隊経験者が一堂に会し、活動を紹介する年に一度の祭典」で

す。LeaDの役員には、ルワンダ協力隊経験者を含む3名の元隊員が在籍して

おり、そのネットワークづくりや資金づくりを兼ねて出展しました。 

 

1．物販ブースでの参加 

ブースでは、ルワンダの布「キテンゲ」で作られたキーホルダー（キリンや象など）、ネックレス、エプ

ロン、鍋つかみなどを販売しました。初めての出展で規模は控えめでしたが、多くの来場者が足を止

め、作品を手に取りながらルワンダや LeaDの活動について耳を傾けてくださいました。 

クラフト販売は資金づくりだけでなく、人々とつながり、活動を紹介する貴重な機会となりました。

「布やクラフトを手にすることでアフリカを身近に感じられた」との声もあり、今後の活動発信につな

がる大切な一歩となりました。 

     

物販用クラフトいろいろ                 キテンゲを使った手作りボタンの宣伝 

     

NPOの活動を紹介する写真              和太鼓の仲間も見に来てくれました 

 

2．ルラミラ・セクターECD報告会 

セミナー企画では、ルワンダ東部カヨンザ郡ルラミラ・セクターにおける ECD（幼児期教育）の現状

を報告しました。 

2025年 3月に現地で調査を行い、インフラ不足や教材・遊具の欠如、無償ボランティアに頼る運

営など、数多くの課題が浮き彫りになりました。家庭訪問では、ほぼ自給自足の生活、動物性たんぱ

く質不足、読み物に触れる機会の少なさなども明らかになりました。 

一方で、地域の人々が子どもたちを安全に預け、遊びや食事を通して成長を支える場として ECD

センターが果たしている役割も確認できました。報告会では、LeaDが進める「現地教材開発プロジ

ェクト」の展望として、手作り教材や絵本づくり、移動図書館の可能性を紹介しました。参加者は少数

でしたが、熱心な質問もあり、関心の高さを感じることができました。 



ルワンダツアー参加報告 

Muraho!（ムラホ―：キニアルワンダ語で「こんにちは。初めまして。」）西角です。 

今年 8 月、小野理事長とともに、和太鼓・破魔のルワンダツアーに同行させていただきました。

LeaD発信の企画を中心に、その時の様子や今後の展望をお伝えさせていただきます。 

       ペンシルロケットを飛ばそう 

首都 Kigaliにある KEZA Education Future Labで、子どもたちとロケットを作り、飛ば

しました。このデザインは、70年前に糸川英夫博士が発射実験に成功した小型ロケット（全長

23cm、重量 200g）を基にしています。小型化することで、限られた予算内であっても何度も

実験が可能だったそうです。「知恵と工夫」次第で宇宙へも行ける、こんなストーリーが、子ども

たちの学習への勇気づけになってほしいと願い、企画しました。 

当日は、多くの子どもたちが、ロケットを飛ばす角度を工夫して、「よ

り遠くへ飛ぶように」何度も挑戦していました。楽しみながら、自然と

反復学習になっていました。 

就学前の児童にも、このようなおもちゃや学習の機会をつくってい

きたいです！ 

ᶉ里親プロジェクト・UMUSAPOを受けた児童・保護者と対面しました 

佐藤まさこさんが支援された INEZA TETA Irisさんとそのお父さん、宍戸さんが支援され

た NUMUKOBWA kim Marlynさんとそのお母さんとお会いしました。日本からお預かりし

たお手紙やカードを渡すと、Irisさんは「もう送ったけれど、もう一回Thank youカードを書き

たい」とペンをとっていました。MarlynさんはModern Dance部に所属しており、学校代表

として複数の行事に参加し、ダンスを披露していました。ふたりの笑顔と活躍ぶりを見て、

UMUSAPOの確かな手ごたえを感じています。 

     Rwamagana郡の私立小学校で Japan Dayを企画・運営しました 

日本への留学経験がある Jean Claude様ご夫妻が設立した私立小学校（Complexe 

Scolaire St. Tarcisius）で、日本文化を体験できる文化交流イベント Japan Dayを企画し

ました。 

在ルワンダ日本人のみなさん約 20名が協力してくださったおかげで、生け花

体験（池坊）、ハンドベルなどの音楽体験、科学実験教室、お面づくりや魚釣りを

する工作コーナー、パラバルーン、けん玉、徳島県阿波踊り会場からの生中継な

ど、多様なコーナーを作ることができました。 

鳴門教育大学院OBの方は、阿波踊りの経験を生かして、子どもたちと一緒に『踊る阿呆』に

なっていました（しかも、和太鼓・破魔の生演奏つきです）。 

        おわりに 

ルワンダの国土は、四国の 1.4倍ほど。今回は首都 Kigaliに拠点を置き、車で各地

（Gicumbi、Rwamagana、Kayonza）を回りました。LeaDのねらいの一つとして、農村部

（地方）があります。地方へのアクセスの良さ、治安などを考えると、スタディ・ツアーを含めた今

後の活動に明るい見通しをもつことができました。また、UMUSAPOの IrisさんやMarlyn

さん、現地で出会ったみなさんの笑顔を見ると、次の活動への活力が湧いてきました。どこへ行

っても「ウェルカム！」な雰囲気に癒されました。 



2025 年 7 月 16 日に、「アフリカのルワンダという国をターゲットに日本の 

高校生が今できることは何だろう？」と題して、東京都立成瀬高校 1 年生 39 名の生徒のみなさ

んの授業に、LeaD の理事（江藤和子）がアドバイザーとして参加いたしました。 

前回までの授業内容は、８つのグループで、ルワンダＰＪＴは

プロジェクトデザインの①分野を選ぶ ②大きな課題を調べると 

ころまで進められていました。 

本日は、課題の絞り方やより具体的に形にするためのビジョン 

が見えてくるように、生徒さんへのアドバイスを行いました。各

グループに、ルワンダの水・教育など、実際にルワンダでの体験 

を話しました。 

人々との対話を通して、生徒さんたちが探究心を持って、主体的に取り組むことを期待してい

ます。私自身は、探求心の扉を開くことができる教育への努力を続けたい。 

        「LeaD が受託している Project-Based Learning」 

 

 

成瀬高校の活動 

ウムサポプロジェクトについて 

LeaD の理事（宍戸なつ美）は、１９９４年ジェノサイド前に協力隊員としてルワンダに行きま

した。そして、ジェノサイドのあと、友人が作った「ウムチョムイーザ学園」をずっと応援してきまし

た。 

その後、コロナ禍になり、もっと深く子どもたちと関わっていきたいと思うようになりました。

ルワンダでは、いろいろな事情で小学校に入学しても卒業できない子どもたちがたくさんいま

す。そんな子どもたちの夢を叶えるお手伝いをしたいと思いました。そして、ずっと繋がり続け

たいと今回「ウムサポプロジェクト」として活動を始めました。 

ウムサポプロジェクトでは、子どもたちの里親になってくださる方を募集しています。 

今年は、2人の子どもたちを支援しました。子どもたちやその両親からお礼の手紙が送られて

きたり、里親からは、手紙や自己紹介カードが送られたり、お金を送るだけじゃなく、ささやかな

交流を楽しみながら進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

LeaDは皆 



 

 

Busasamana 地域のこどもたちの様子 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

2023.7 小野理事長が農村部のお母さんから ECDに関して聞き取りを行っている様子です。 

ペットボトルけん玉の実践と絵本の読み聞かせを行いました。 

 

 

 

 

 

 

水汲みに行く兄弟 

Busasamana 地域の子どもたちの様子 

 ２０２５．８.和太鼓・破魔の公演の様子 

Ἀ‴ ᴳ  



RwanaganaĽᾴϹᶡĶĽ Japan DayĽѪΪĶĨ! 

ĚŘĽʚ ř Ә װ ř ę ĴĞř ƒƌƌŤ:ƊĹĸĽѪΪšĦōĦĮ! 

֕ ĽẪĸőĮİőĮĞĤŢ ĵĞśōĦĮ! 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウムサポプロジェクトで支援した子どもたちとウムチョムイーザ学園にて 

 

 

 

 

 



 

 LeaDは皆様の温かいご支援とご協力によって成り立っています。 

子どもたちの未来を支えるために、私たちができることを。 

  母が子を宿した瞬間から生命は始まり、小学校入学前の 6歳辺りまでの発達は、人生の基盤が形成さ

れる重要な時期とされ、WHOやユニセフ、世界銀行など国際機関もその重要性を強調しています。 

 しかし、国内外問わず、その支援はまだ十分に行き届いていません。 
LeaDは、子どもたちの成長を支えるために国内外で様々な支援活動をしていきます。 
 日本国内においては、子ども食堂や学習支援活動等を通じて子どもたちの成長を支援し、海外では、途

上国の農村部のように支援が届きにくいところへ教育を中心とした支援を進め、子どもたちが夢を描き、

成長できる環境づくりを進めていきます。 

 どの地域に生まれ育っても、すべての子どもたちが平等なチャンスを得られる社会を目指しています。 

LeaDは、支援の届きにくい場所でこそ、その力を発揮する NGOです。 

 皆様のご支援が、子どもたちの未来を切り拓き、より良い社会をつくる力となります。 

 

 

 個人会員 一口 ５,０００円   法人・団体会員 一口 １０,０００円 

 学生会員（大学生まで） 一口 １,０００円  

 

～里親制の就学継続支援「ウムサポ」に特化して支援したい人向け～ 

ウムサポでは、3つのコースを用意しています。 

 

 

 

GMOあおぞらネット銀行  法人営業部  普通預金  ２１４１１２３ 

口座名義 ： トクヒ）ラーニングアズディベロップメントフォーオール 

東京信用金庫  江戸川橋支店（016）  普通預金  4076843 

口座名義 ： トクヒ）ラーニングアズディベロップメントフォーオール 

＊LeaDは現在「（特例）認定NPO法人」ではないため、寄付控除はありません。 

皆様のお力添え、何卒宜しくお願い致します。詳しくはホームページをご覧ください。 

 1． 給食支援コース   月額 2,000円 

 2．  授業料支援 Aコース  月額 2,500円 

 3．  授業料支援 Bコース  月額 5,000円 

―編集後記― 

記念すべき第一号の通信が出来上がり、感無量で

す。 

会員の想いとエネルギーが、読ん

で下さっている皆様にも伝わった

ら嬉しいです。これからも、いろい

ろな活動の様子を発信していきま

すのでよろしくお願いします。 

-NS- 

 

特定非営利活動法人 

Learning as Development for All  
 

理事長  小野 由美子 

副理事長 宍戸 なつ美 

副理事長 西角 祐香ﾞ 

 

E-mail：lead20240924@gmail 

https://lead2024.qc-plus.jp/index.html  

 

賛助会員募集（年会費） 

里親プロジェクト 「ウムサポ」 寄付募集 

ウムサポ振込の場合は、名前の

前にウムサポと記載願います 

頂いた個人情報は、当方にて厳

重に取り扱い、本人の同意なく

他者に情報提供することはござ

いません。 

 

з˔Ж 

振込先 


